
評価目標 具体的方策 取組状況
（１）職場研修の
実施回数：6回

① 研修会への参加及び開催【継続】
　指導職員の教育能力の向上のため、研修会への参加した職員による報告
会や指導経験豊富な職員の講話による職場研修会を開催する。なお、現在
行っている指導職員会議での開催では十分な時間が取れない場合もあるこ
とから、その場合には、担任会議等、別の会議で開催する。

・

＊

毎月開催している指導職員会議において、指導経験の豊富な職員が学生の指導法
について6回研修を行った。

職場研修を6回実施し、目標の6回を達成したことから、「C」評価とする。

・

・

（２）公開授業の
参加・実施：
各2回

② 公開授業への参加及び開催【継続】
　指導職員が、高等学校等の公開授業に参加して指導方法等を学ぶととも
に、農大内部でも公開授業を行い、職員間で他学科の講義や実習について
相互に学び合い、教育能力の向上を図る。

・

・

＊

コロナ禍により新庄神室産業高等学校の公開授業は中止、新庄養護学校の公開授業
は日程の都合により、参加できなかった。
校内で公開授業を9月と10月の2回実施し、各授業内容に関する意見を参加教員から
聴取し、指導職員会議にて議論した。それにより、指導経験の浅い担任等の指導力向
上に務めた。

外部の公開授業が一部中止となったことから、評価なし。内部の公開授業は予定通り
2回実施したことから、「Ｃ」評価とする。

・

① 各種会議の開催【継続】
　経営会議を毎週開催し、学校運営の基本方針や懸案事項に対する対応方
針を決定し、職員会議や指導職員会議等において情報共有するとともに、必
要に応じて教授会等で具体的な進め方を検討し、課題等に迅速に対応す
る。
　新型コロナウイルスへの対応については、昨年度と同様、対応チームが中
心となって緊急の会議を行い、迅速に対応する。

・

・

経営会議（校長、副校長、事務局長、教務・調整担当等の9名をメンバーとする。）の開
催(毎週)、職員会議・指導職員会議・担任会議の開催(毎月)等により、情報共有を図
るとともに、必要な事項を協議した。
新型コロナウイルスに対する対応事案について、校長をトップとする対応チームを結成
し、迅速にミーティングを行い、適切に対応した。

・

② 職員間の情報共有【継続】
　毎日の朝会において、各学科の実習取組状況や学生の状況等を把握する
とともに、農場・施設管理等の部門毎の運営部会の取組みを把握し、日常の
校務を効率的かつ確実に実施する。

・ 毎日の朝会において、各学科の実習取組みや学生の状況等を把握するとともに、9つ
の運営部会（農場等管理運営部会、施設管理運営部会、機械管理・利用調整部会、
体育部会、文化・広報部会、　環境美化部会、学生・寮生活指導部会、農大市場等運
営推進部会、GAP推進運営部会)の取組みを把握し、日常の校務を効率的かつ確実
に実施した。

・

(１）学校評価：C
以上100％

① 学校評価の実施【継続】
　本校の運営方針は、本県の重要施策等に沿って進め、地域農林業を支え
る担い手の育成を第一義とする教育・研修に取り組むとともに、毎年度、農林
大学校運営評議委員会の評価に基づき取組み内容等の改善を図る。

・

*

５つの運営方針ごとに、評価項目、評価目標等を設定し、学校運営評議委員より評価
を受けた。

Ｂ評価（3運営方針：60％）、Ｃ評価（2運営方針：40％）で、Ｃ評価以上が100％であっ
たことから、「Ｃ」評価とする。

・

（２）学生の満足
度：80％

② 学生からの評価の実施【継続】
　学生による学習及び生活等の満足度に関するアンケートを実施し、これに
基づいた改善を実施する。

・

・

・

*

全学生を対象として、日頃の学習内容や寮生活、学生会活動、サークル活動等に関
するアンケート調査を8月と2月に実施した。
アンケート調査に基づき、改善が必要な案件については、学生会役員等との打ち合わ
せを行い、改善を図った。
今年度は、コロナ禍により学生の活動が大きく制約を受けたことから、学生会と話し合
いながら、学校行事（体育祭、農大祭(内部のみ)）の企画・運営を指導した。

アンケート調査の「農大に入校して良かったか」の設問に対する学生の回答で、5段階
評価の4以上の割合が85.4％であり、目標の80％を上回ったことから、「B」評価とす
る。

・

　

・
・

・

評価

・
・

・
・

Ｃ

次年度に向けた改善策

〔基本方向〕効率的な情報共有体制の確保と効率的な業務執行体制づくり

各指導職員は、高等学校や校内他学科の公開授業で見聞した指導方法等を、自らの講義・実習の改善に、
引き続き活用していく。

学生のアンケート調査はとても大切だと思います。
「みんなの学校情報」というサイトで口コミを見ましたが、非常に高評価でした。！！「先生方が日々真摯に
生徒と向き合っている。」「サポート体制はトップクラス。」「資格がたくさんとれる。」「設備がいい。」「実習が多
い。実際に働いている方々から学べることは偉大です。」
今年度アンケートで約８割の生徒が「農大でよかった。」と回答していて嬉しく思います。
林業の重要性や可能性は無限にあると思う。色々な所に着目して、行動してもらいたい。

3 県の重
点施策
等や社
会情勢
に対応し
た学校
運営の
取組み

－

自己評価

C

B

学校関係者評価（意見）

今後とも、学生が充実した学校生活を送れるよう、学生へのアンケート調査と学生会役員との打合せを実施
し、課題の改善を図っていく。

自己評価

Ｃ

今後も、課題の内容に応じて各会議を開催し、関係職員で、具体的かつ効率よく協議し、対応していく。

朝会では経営会議等で決まった対応方針等を全職員に伝え、意識の共有化を図ることで、迅速な対応につ
なげていく。

学校関係者評価（意見・要望等）→現在の取組状況・次年度の改善策

次年度以降も、職員会議や学生アンケート等により課題を抽出するとともに学校運営評議委員会の評価を
踏まえて、教育計画の編成等を行っていく。

職員の教育能力の向上のため、職場研修を6回行うとともに、校内での公開授業を2回行うことができ、職員の教育能力の向上を図ることができた。
学校運営に必要な事項は、各種会議で効率的に協議して迅速に対応した。学生の授業や寮生活での様子等を担任会議等で情報共有しながら、教務学生担当と担任が連携して指導にあたった。
特に、新型コロナウイルス対応については、迅速に意思決定を行い、スムーズな学校運営を行うことができた。
学校評価については、運営評議委員の意見を取り入れながら、県の重点施策に沿って効率的な学校運営を実施した。

【評価基準】　Ａ：大きく上回る　　Ｂ：上回る　　C：概ね達成　　Ｄ：やや下回る　　Ｅ：下回る【運営方針５】効率的・効果的な運営

評価項目

（１）各種会議の
実施率：100％

職員の
教育能
力の向
上

1

組織的
な運営
体制の
強化

2

自己評価

C

(2)C
公開授業の参加
(－)
公開授業の実施C
…(2回)

C

来年度も指導経験の豊富な職員による職場研修会を実施する。なお、指導職員会議では十分な時間が取
れない場合もあることから、担任会議等、別の会議での開催を検討する。
指導職員が積極的に研修会に参加し、その内容を指導職員全員に復命し、意見交換する取組みを行って
いく。


